
１ 　 年　 次 ２ 　 年　 次
科目領域の教育目標

〔 2023年度以降入学生適用〕（ 23C・ 24C）

Division of Early Childhood Care and Education■教育目標

　 幼児保育に関する 幅広い専門性、 豊かな人間性、 そし て自ら 学ぶ力を 備え、 教育・ 福祉の場で活躍でき る実践力ある 保育者を 養成し ます。

前 学 期 後 学 期 前 学 期 後 学 期

卒業必修 （ 幼・ 保） 必修 （ 幼・ 保） 選択

（ 保） 必修 （ 保） 選択

（ 幼） 必修 （ 幼） 選択

情報処理A 情報処理B

日本国憲法

哲学文学

歴史学心理学

ボラ ンティ ア論法学

社会学情報科学

生物学

データ サイ エンス入門 データ サイ エンス入門

心理学

国際文化論

数理科学

芸術の世界

コ ミ ュ ニケーショ ン論

教養講座（ 英語）

海外研修

幼児と 言葉

博多の食と 文化

色彩の科学

世界の教育 世界の教育

造形

教養講座（ 小論文）

中村学

色彩の科学

中村学 芸術の世界

博多の食と 文化 数理科学

コ ミ ュ ニケーショ ン論

児童文化

基礎器楽2 器楽1

基礎声楽2 幼児音楽演劇

器楽2

心理学

国際文化論 生物学

データ サイ エンス入門 データ サイ エンス入門

社会学情報科学

ボラ ンティ ア論法学

歴史学心理学

哲学文学

健康・ スポーツ科学A 健康・ スポーツ科学B

保育内容総論

保育内容表現（ 造形）

保育内容表現（ 音楽）

保育内容言葉

幼児と 人間関係

幼児と 表現（ 造形）

幼児と 表現（ 音楽）

教育課程総論

保育内容人間関係

幼児と 健康 体育保育内容健康

幼児と 環境保育内容環境

英語コ ミ ュ ニケーショ ンA

教育方法学

造形基礎

基礎器楽1

基礎声楽1

人権教育

英語コ ミ ュ ニケーショ ンB 英会話

幼児保育基礎セミ ナー 幼児保育演習

幼児保育学科  

■本学の建学の精神に基づき 、 短期大学士（ 保育学） と し
てふさ わし い礼節、 教養、 良識が身についていると と も に
教育的愛情、 協調性、 責任感をも っ て社会に貢献でき る

■保育者と し て求めら れる 基本的知識について理解し 、 実
践するこ と ができ る

■保育者と し て求めら れる 基本的技能について理解し 、 実
践するこ と ができ る
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１ 　 年　 次 ２ 　 年　 次
科目領域の教育目標

前 学 期 後 学 期 前 学 期 後 学 期

教職入門

教育原理

発達心理学A

子ども 家庭福祉

教育制度論

幼稚園教育実習指導

幼稚園教育実習

保育原理B

保育・ 教職実践演習（ 幼稚園）

発達心理学B 臨床心理学

教育心理学

保育原理A

子ども の保健

乳児保育A 乳児保育B

障害児保育

特別支援教育基礎

社会的養護A 社会的養護B 子ども 家庭支援論

子ども 家庭支援の心理学

社会福祉

教育相談支援

子ども の健康と 安全

幼児理解

子ども の食と 栄養A

子ども の食と 栄養B

保育所実習指導A 保育所実習A

保育所実習B

保育所実習指導B

施設実習

施設実習指導

■保育の社会的意義と 職業倫理について理解し 、 実践する
こ と ができ る

■保育の問題を主体的に考え、 継続的に成長し 続けよう と
する 姿勢を有し ている

■広い視野を持っ て子ども の心身を理解し 、 適切に支援・
援助するこ と ができ る

■家庭や地域のニーズに対応し 、 積極的に子育ての情報発
信および支援を行う こ と ができ る
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幼児保育学科


